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平成18年３月橋本市議会定例会会議録（第４号）の３ 

平成18年３月24日（金） 

                                           

          

 日程第８ 議案第28号 橋本市職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例に

ついてから、日程第14 議案第32号 和歌

山地方税回収機構規約の変更について 

までの７件 

○議長（上田順康君）日程第８ 議案第28号

橋本市職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例について から、日程第14 議案

第32号 和歌山地方税回収機構規約の変更に

ついて までの７件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長職務執行者。 

〔市長職務執行者（辻本仁至君）登壇〕 

○市長職務執行者（辻本仁至君）おはようご

ざいます。 

 それでは、追加議案につきましてご説明を

させていただきます。 

 議案第26号は、平成17年度橋本市一般会計

暫定補正予算（第１号）であります。 

 この暫定補正予算は、３月14日に本会議に

おいてご承認をいただきました平成17年度橋

本市一般会計暫定予算の補正を行うものであ

り、３月１日の職務執行者による専決処分の

後、新たに支出が必要となった経費を予算計

上いたしました。 

 まず、歳出補正では、３月１日の合併後に

新たに職員４名から退職願が提出されたため、

総務費及び教育費、合わせて４名分の退職金

など、総額4,792万8,000円を補正するもので

あります。 

 また、その財源といたしまして、地方消費

税交付金と平成17年度旧橋本市及び旧高野口

町の決算剰余金を歳入として予算計上いたし

ております。 

 次に、議案第27号は、平成17年度橋本市墓

園事業特別会計暫定補正予算（第１号）であ

ります。 

 本補正予算は、平成17年度に完成した橋本

市第３区墓園の好調な売れ行きに伴い、永代

使用料及び管理料が大幅な増収となり、また、

旧高野口町においても永代使用料及び管理料

が増収し、両市町で剰余金が多額となったこ

とから、墓園基金からの繰入金を減額すると

ともに、その残額5,403万4,000円を墓園基金

に積み立てるものであります。 

 議案第28号は、橋本市職員の給与に関する

条例の一部改正について であります。 

 これは、昨年８月15日に人事院が、平成18

年度から国家公務員の俸給表の水準を平均で

マイナス4.8％と大幅な引き下げに加え、昇給

制度のあり方など、約50年ぶりとなる給与構

造の抜本的な改革を実施するよう勧告を行い、

また調整手当を廃止し、新たに地域手当を創

設する旨の勧告を行いました。 

 国家公務員の給与については、昨年10月28

日にこの勧告に沿った法改正がなされ、本年

４月１日から施行されることになっておりま

す。また、県内の各地方公共団体をはじめ、

全国の多くの団体においても、国に準じた給

与条例の改正がなされる見込みであります。 

 本市におきましても、勧告の趣旨を鑑み給

与条例の改正をするとともに、本市独自の給

与費抑制措置として、本年４月１日から来年

３月31日までの間、一般職の給料月額を３％

減額することを提案するものでございます。 

 議案第29号は、橋本市病院事業の設置等に

関する条例の一部改正について であります。 

 これは、平成18年厚生労働省告示第92号及
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び第99号に基づき、平成18年４月１日から診

療報酬の算定方法及び入院時食事療養費に係

る食事療養の費用の額の算定に関する基準を

変更するものであります。さらに、４月から

新たに女性専用外来を設置することに伴い、

その診察料を定めるとともに、双室を特別個

室に変更するものであります。 

 議案第30号につきましては、地方自治法

第286条第１項の規定により、平成18年４月１

日から和歌山県町村議会議員等公務災害補償

組合に有田市を加入させ、また、構成団体で

ある岩出町が市制施行に伴い岩出市になるに

あたり、同組合規約の一部を改正するもので

あります。 

 議案第31号につきましては、地方自治法

第286条第１項の規定により、平成18年４月１

日から和歌山県市町村非常勤職員公務災害補

償組合に有田市及び和歌山地方税回収機構を

加入させ、また、構成団体である岩出町が市

制施行に伴い岩出市になるにあたり、同組合

規約の一部を改正するものであります。 

 議案第32号は、和歌山地方税回収機構規約

の変更について であります。 

 これは、地方自治法第286条第１項の規定に

より、平成18年４月１日から構成団体である

岩出町が市制施行に伴い岩出市になるにあた

り、規約の一部を改正するものであります。 

 以上、議案７件についてご説明申し上げま

した。議員各位には、よろしくご審議の上、

ご賛同賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（上田順康君）市長職務執行者の説明

が終わりました。 

 これより、議案第28号について質疑を行い

ます。 

 質疑ありませんか。 

 22番 阪本君。 

○22番（阪本久代君）今のご説明によります

と、人事院勧告によって平均でマイナス4.8％

という大幅な引き下げをすると。それに加え

て橋本市では、４月１日から１年間ですが、

さらに一般職の給料月額を３％減額するとい

う提案なんですけれども、そうしますと、か

なりの給料の減額になりますし、職員にとっ

て生活給でありますので、これだけの減額を

するということは、いろいろな生活設計とか

にもかかわってきますし、また、橋本市全体

の購買力といいますか、経済にも影響してく

るんではないかと思うんですけども、それを

職員労働組合の皆さんが納得しているのかど

うかというのがまず第１点。 

 それと、なぜ、１年間ではあるけれども、

さらに３％の減額が必要であるのかという根

拠、また、なぜ３％なのかというご説明。そ

れと、これをすることによって、減額分がど

のぐらいの金額になって、それを何に使うの

か。何に使うのかということがわかれば、職

員の皆さんにも自分たちの給料がこれになる

ということがわかればまた納得もできるんで

はないかと思うし、市民の目からも、職員も

頑張っているんやということが見えるんでは

ないかなと思うんですけれども、何に使われ

るのかという３点についてお尋ねします。 

○議長（上田順康君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）まず、ちょっとそ

れますけども、18年４月から実施します人事

院勧告について若干説明させていただきます。 

 18年４月からの人事院勧告につきましては、

執行者から説明がありましたとおり、50年ぶ

りの大きな給与制度の見直しでございます。

ということで、中身につきましては、１点が、

行政職の給料表そのものの表の見直しでござ

います。ということで、国の給料表で現行で11

級制までありましたものが、９級制というこ

とになってございます。ということで、現行

の１、２級、私どもが使っています吏員のと

ころの部分と、４級、５級の部分の統合が入
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ってございます。そういうことで、その給料

表の見直しで、置きかえによりまして平均

で4.8％、多いところで７％の公務員の給料を

落としていくというものでございます。 

 それにつきましては、どういうような考え

方でといいますのは、年齢に応じて給料が上

がっていくわけでございますけれども、特に

高齢の職員、50歳から以降でございますけれ

ども、その給料を下げてカーブを緩やかにし

ていくというようなものがこのねらいのよう

でございます。それと、これが4.8％という大

きなマイナスでございますので、それにつき

ましては経過措置ということで、５年間の現

給保証をやって、いわゆる高い人は足踏みを

さして合わせていくという考え方でございま

す。 

 それと、今まで調整手当ということで手当

がございましたけれども、これを廃止しまし

て、都市部と地方部の給料格差を地域手当と

いうもので統一した中でやっていくと。最

大18％から最少３％までの中で段階的に手当

を設定していくということでございます。 

 それから、もう一点、勤務成績の給与への

反映ということで、これは、国でも19年１月

から実施するということで、評価の基準なん

かを作成しているようでございますけども、

これにつきましても５年間の間に導入してい

くという考え方でございます。 

 それから、細かいところでは昇給月を１年

に１回、毎年１月１日とか、従来の１号を４

分割して細かく号を設定するというようなこ

とがございます。 

 そういうことで、人事院勧告に対する考え

方でございますけれども、橋本市では、従来

より人事院勧告については完全実施してきた

ところでございます。ということで、これに

つきましては県の市町村課とも相談したこと

でございますけれども、県下におきましても

大部分実施していくということで、本市にお

きましても実施していく考えで今日提案して

いるものでございます。 

 それから、橋本市独自の３％の問題でござ

いますけれども、これは決定的な根拠がある

わけでございませんけれども、合併した中で

予算編成、それから将来のシミュレーション

はまだ考えてございませんけども、想定して

いく中で、財政の好転が見られない状況でご

ざいますので、当面、１年間でございますけ

れども、地域手当相当分を減額するように職

員団体にお願いしたところでございます。と

いうことで、新市の財政健全化計画に基づき、

もう一度検討するということになってござい

ます。 

 それから、職員組合との話し合いでござい

ますけれども、これにつきましては、提案す

るのが職務執行者ということの予測をされま

したので、旧の橋本市、高野口町が存在する

時点で旧の市長、町長と協議をした中で、こ

れに対する基本的な考え方の団体交渉という

のが最終２月27日に持ってございます。とい

うことで、橋本市の元市長、高野口町の元町

長、それから特別職ということで、高野口町

の団体と橋本市の団体の合同の団体交渉を持

ってございます。ということで、その中で大

筋人事院勧告を完全実施すること、それから

３％の減額、調整手当を廃止して地域手当を

実施していくこと、それから、乗せかえの部

分につきましては職務執行者に細かいところ

はゆだねるということで、団体交渉を持ちま

して提案してございます。 

 ということで、その後、細かい乗せかえの

部分でございますけども、これにつきまして

は３月16日、17日と、職務執行者と私どもの

ほうで団体交渉を持ってございます。という

ことで、３月20日に組合の方から人事院勧告

につきましても、３％につきましても、納得
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しがたいけれども、了解はしていませんけど、

確認しましたということで回答を得てござい

ます。ということで、その時点で条例として

提案させていただきますということを申し述

べてございます。 

 それと、使い道でございますけれども、こ

れは予算の総額の話でございますので、どの

部分と特定はできませんけれども、将来の橋

本市のまちづくりの一つの財源になるという

ことで説明してございます。 

 以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（上田順康君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）ちょっと答弁もれ

でございますけれども、３％カットに伴う人

件費は１年間でどれぐらい出てくるかという

問題でございますけども、これは、病院会計

と水道会計を除いて670人の職員の給与に対

してでございますけれども、年間で約8,700

万円ということになってございます。 

 以上でございます。 

○議長（上田順康君）24番 上久保君。 

○24番（上久保 修君）一つちょっと質問さ

せてもらいます。 

 橋本市の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例についての説明がありまして、

この中で、第６条の中の「調整手当の月額の

合計額に12を乗じ、これを」地域手当の月額

の合計額に12を乗せるということ。同じよう

な内容なんですが、全国的に人事勧告の中で

調整手当というものを廃止するというような

説明かありましたよね。これが地域手当に変

わるということで、僕も勉強不足なのでちょ

っと教えていただきたいんですが、地域手当

の基準になるものが、橋本市で創設したとい

う経緯、それと今回の橋本市の職員の給料が、

人事院勧告によってもちろん３％の減額にな

るわけですが、橋本市の職員の中の平均年齢、

例えば具体的に説明いただきたいんですけど

も、平均年齢でだいたいどれぐらいの減額に

なるのかということの説明もできたらいただ

きたいなというふうに思います。 

 それと、先ほどの説明の中で地域手当とい

うんですか、それが、全国的に見て今まで18％

の調整手当の中で最少が３％と、本市はその

３％を設定したわけですけども、同じように

地域手当を３％に設定したって、今回の減額

は全額でだいたい３％ということで、その地

域手当に相当する額やというふうに説明を受

けたわけですが、具体的な数字の部分につい

て、私も認識する上で教えていただきたいな

ということでよろしくお願いします。 

○議長（上田順康君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）地域手当でござい

ますけれども、これは橋本市で３％に設定し

たということではございませんで、国の人事

院勧告の中にどの地区はどうやということで

ございます。ということで、橋本市は３％と

いうことになってございます。 

 それで、地域手当の考え方でございますけ

れども、１点が、橋本市は大阪の近郊という

ことで、大阪へ通勤している民間の方の給料

との格差を加味した形で大阪へ通勤している

人が勤労者の何％いるというようなことから

出しているようでございます。ちょっと複雑

な式がありますけれども。そういうことで、

現在橋本市に住んでいる勤労者の給料の手取

りがどれぐらいあるかということに対して、

大阪へ行って給料をもらっている方のどれぐ

らいあるかということに対しての格差を比較

して３％というような形で設定しているよう

でございます、ちょっとややこしい回答で悪

いですけど。 

 それで、県下では、和歌山市も３％、それ

で橋本市が３％、以外のところはございませ

ん。大阪市でしたら18％ぐらいあったと思い
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ますけど、大阪市の衛星都市あたりだった

ら12％とか、そういう形で国で一覧表も出て

ございますので、それを使っていくというよ

うな形でございます。 

 それと、橋本市の職員の平均年齢が43歳ぐ

らいで、実際人事院勧告によってどれぐらい

下がるかというのは、4.8％じゃなしに、それ

より上、５％前後ぐらいまで、43歳ぐらいで

それぐらいになるような形でございます。と

いうことで、入ってすぐはほとんど下がらな

いですけども、35歳ぐらいから極端にずんず

ん下がっていくというような形で、50歳を過

ぎたら6.5％から７％というような形で、７％

に近いです、そういうような形でございます。 

○議長（上田順康君）24番 上久保君。 

○24番（上久保 修君）ありがとうございま

す。 

 金額もできたらお聞きしたいなと思ってい

たんですけども、やっぱり給与というのは生

活給でもありますし、そんな中で、人事院勧

告といえども減額というような形で対応され

るんでしょうけど、個人的に、僕らもどっち

かというたら、大阪へ勤めていました関係で

給料が下がるということはいろんな面で圧迫

されるので、橋本市の職員の方はどれぐらい

減額になって、公務員と企業の格差があるん

かもしれませんけど、今までの給料の体系か

ら、どれぐらいまで職員の方々にご無理をお

願いするんかなというふうな形でわかりたか

ったのでちょっと質問させてもらったんです

けど、やっぱり何万円という単位になるんで

しょう、平均で言えば。 

○議長（上田順康君）職員課長。 

○職員課長（山本芳弘君）今の点につきまし

て、一例を挙げてご説明させていただきます。 

 これは43歳ではないんですけども、43歳の

給料というのは人によって、個々によって若

干差異がありますので、私の持っておる資料

でいきますと、例えて言いますと、６級21号40

万5,200円の給料につきましては、今回の見直

しで新４級の73号という形になります。この

場合は本給が37万8,600円ということで、額で

２万 6,600円のマイナス、率でマイナス

の6.56％という形になってございます。 

○24番（上久保 修君）そやからもっと詳し

く。ボーナスとか、年間にしたらどれぐらい

になるのか。 

○議長（上田順康君）職員課長。 

○職員課長（山本芳弘君）単純に今の額２

万6,600円を年間の方にはね返しますと、約44

万円という具合になります。 

○議長（上田順康君）26番 谷川君。 

○26番（谷川 稔君）本議案については人事

院勧告に基づく提案でありまして、過去の例

を見ましても人事院勧告は100％実施してき

たという経緯があるので、議案としては承認

せざるを得ないと、そういうふうに考えてい

るんですけども、２点ばかりちょっとお聞き

したいと思います。 

 給料表が変わりまして、旧の給料表から新

の給料表に当てはめる場合、例えば、同じ号

数で現給に当てはまらないような場合が出て

きたら、その職員の給料は直近上位に当ては

めるのか。もしそうだとすると、その職員だ

けが給料が若干上がるということになります

ので、その辺の給料表の当てはめ方、それが

１点と。 

 この人事院勧告を実施した場合、橋本市の、

国家公務員を100とした場合のラスパイレス

指数はどのくらいになるのか。このラスパイ

レス指数は、類似団体、近隣の和歌山県と同

じような市の指数とはどのようなことになっ

ているのか、この２点だけちょっとお伺いし

ます。 

○議長（上田順康君）職員課長。 

○職員課長（山本芳弘君）給料の読みかえに
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つきましては、議員のお話がありましたとお

り、国に準じて人事勧告どおりやってきてお

りますので、見直しにつきましても、国と同

様、準じた形で見直しを図ってまいりたいと

いうふうに考えてございます。 

 それと、２点目のラスパイレス指数でござ

いますが、平成18年以降の人事院勧告に基づ

くものにつきましては、一定、現在の時点で

は国の給与水準の発表が概ね年末ぐらいでし

か発表されてございませんので、それまでの

ところ、国と比較してどれぐらいかというの

は今のところ未確定な状況でございます。 

○議長（上田順康君）26番 谷川君。 

○26番（谷川 稔君）給料表の読みかえにつ

いては国のほうの方針と言われたんですけど

も、私が質問した旧給料表から新給料表に当

てはめる場合、同額の号数に当てはまらない

職員の給料はどうするのかということについ

て明確な答弁をお願いいたしたいと思います。 

 先ほども言いましたけども、同額の給料表

の号数がない場合は、その職員の給料は下げ

るというわけにはいきませんので、多分直近

上位に当てはめられると思うんですけども、

そうした場合、その職員だけが直近上位で若

干給料が上がるということになるんじゃない

かと考えるわけですけども、その点を明確に

ご答弁いただきたいと思います。 

○議長（上田順康君）職員課長。 

○職員課長（山本芳弘君）先ほどのご説明に

つきまして、若干説明不足の点がありました

ので、再度ご説明させていただきます。 

 今回の改正につきまして、この条例をご可

決いただいた結果として、４月１日で改正さ

せていただきます。議員おただしのとおり、

確かに読み直しの中で若干そういう形の可能

性があるわけですけども、現給保証という解

釈につきましては、本年３月31日に支給する

給料をもって現給という解釈で国のほうはし

ております。ですから、４月１日に読みかえ

た中で若干でも上がった場合があったとして

も、その現給というのは３月31日の給料をも

って支給するというふうになりますので、給

料上は数字的には上がりますけども、実質の

支給は、上がる前の３月31日の額をもって支

給するというふうに行う考えでございます。 

○26番（谷川 稔君）了解。 

○議長（上田順康君）23番 富岡君。 

○23番（富岡清彦君）非常に大きな話であれ

ですが、高野口町と合併をして財政の無駄を

省くという目玉に挙げられたのが職員の大幅

な削減、この説明を聞いておりましたとき

に94人、合併をして、10年後には職員を削減

して100億円の人件費を省くんだと、こういう

説明。それが、最近では83人というふうに人

数は少し変わっているんですが、私は職員の

削減そのものに異議はあるんですが、行政が

そう説明してきていたわけですよね。100億円

規模の人件費の削減を言っていて、そして合

併をして、さあ、新橋本市職員一丸となって

頑張っていこうと、このときに３％、8,700

万円の削減とか、人事院勧告の完全実施とい

うのは歴史的にもそうしているということな

のであれなんですけれど、どうしてもここら

が理解しがたいわけですよ。 

 財政難だって、そんなん、役所ができてか

らずっと財政難ですわね。財政難、財政難と。

そこらのもっとわかる説明というのかな、財

政難の状況がどうなのか、そしてなぜ３％削

減をしなきゃならないのか、同僚の阪本議員

も聞いたんですが。しかも、この8,700万円、

泣く泣くというか、市民の皆さんが払う、職

員が腹を切って。しかしどこに使うかわから

んと。例えばコミュニティバスを５台にしま

しょうとか、そういうふうな打ち出し方とい

うのはできないんでしょうか、伺います。 

○議長（上田順康君）企画部長。 
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○企画部長（吉田長司）合併に伴います経費

の削減、特に人件費とか人員の削減でござい

ますけれども、これは、合併シミュレーショ

ンの中で10年かけてそういうふうにやってい

くということでございます。 

 そういうことで、それについてはもっと前

倒しせよという意見もございますけれども、

まず18年度といいますのは、合併していろん

な予期せぬ仕事も増えてございますし、合併

の初期状態でございますので、合併効果がす

ぐ現れるという状態ではございません。そう

いうような中で、職員には、話し合いの中で

合併をうまいこと持っていくためにこれだけ

のものをお願いしたいということで話し合っ

た結果でございまして、３％といいますのは

根拠がないということで、職員もかなり基準

を示してくれということがございました。と

いうことで、どちらにしましても新市の財政

健全化計画、その中へ折り込んだ中で考えて

いかんことには、これはきちっとした、３％

であれ、５％であれ、10％であれ、基準が出

てきませんけれども、当面地域手当相当分を

お願いしたいということでお願いして、了解

はできませんけれども、仕方ないなというと

ころまでいかしていただいたのがこの数値で

ございます。 

 それと、特定財源として使うという話があ

りましたけれども、どれをとりましても行政

がしなければいけない仕事でございます。と

いうことで、どれにしましても行政の責任を

職員の分に置きかえるということが説明に無

理がございますので、それにつきましては、

本当に支出が減ったということで、合併の効

果が現れるということで解釈していただきた

いということで了解いただいたような次第で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（上田順康君）23番 富岡君。 

○23番（富岡清彦君）一つだけ確認をしてお

きます。 

 橋本市単独で３％の給与削減を行う、これ

については、来年07年の３月末までの１年間

というふうに説明を受けたんですが、この点

は間違いないのか、確認をしておきます。 

○議長（上田順康君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）もっと早く変える

必要があればその時点で議会へ提案させてい

ただきますし、１年たった段階でどうしなけ

ればいけないということがありましたら、そ

の時点で議会にまた提案させていただきたい

というふうに考えてございます。ということ

で、今はだらだらということにはいきません

ので、財政健全化ということの目標がござい

ますので、１年ということで切って提案させ

ていただいたというような状況でございます。 

○議長（上田順康君）この際、11時まで休憩

いたします。 

（午前10時50分 休憩） 

                     

（午前11時２分 再開） 

○議長（上田順康君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

 22番 阪本君。 

○22番（阪本久代君）人事院勧告と橋本市独

自の３％カットが一緒に提案されているので

とてもややこしいんですけども、先ほどの上

久保議員の質問では、人事院勧告によって年

間四十数万円ぐらい平均で下がるんではない

かという答弁であったというふうに解釈して

いるんです。 

 人事院勧告については、今までもそのまま

従ってきたということで、そこはそれで仕方

がないかなというところは私も思うんですけ

れども、実際に今までのずっと答弁とかを聞

いていましたら、今年の３月31日付の給料は
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５年間は保証していくと。平均で4.8％下がる

ということから、下がる人のほうが多いであ

ろうということで解釈しているんですけれど

も、結局５年間は、言うたら１円も給料が上

がらない、今のままであるということだと解

釈しているんです。ただし、５年間で追いつ

く人もあれば、追いつかずにそのままずっと

足らないままの方もあるかもしれないけど、

とにかく５年後にどうなるかというのはまだ

出ていないので、その時点でがさっと下がる

かもしれないし、また続いて保証されるかも

しれない。でも、保証されても、結局給料が

上がっていないということであるというふう

に解釈しているんです。それがその解釈でい

いのかどうかというのが１点と。 

 それをしながら、５年も10年も給料が上が

らない状態がこれから続くという中で、さら

に今年、３％カットして670人、合計8,700万

円がそれでできてくると。単純に言っても、

１人10万円以上はカットされると。そういう

状態の中で、市の職員の皆さんが労働意欲を

持っていけるのか、本当に住民に対してサー

ビスもしていこうとかという気持ちを持ち続

けることができるのかどうかというのが一つ

疑問なんです。 

 先ほど、１年間というのも、これから新市

の財政計画をつくって財政のシミュレーショ

ンをしていくと。この先どうなっていくかわ

からない中で、１年間だけ３％カットなのか

どうかということもわからない状態というこ

とですよね。そういう中で、それならば財政

のシミュレーションが出た時点できっちりと

納得のいく説明をして、その時点で検討する

ということがなぜできないのか、その点につ

いてお尋ねします。 

○議長（上田順康君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）人事院勧告と３％

のカットの問題につきましては、阪本議員が

言われるとおり、人事院勧告につきましては、

現在の３月の給料が５年間凍結するような形

になります。ということで、上がりもしない

し下がりもしない、現給保証ということにな

って、そういうことになってきます。 

 それで、本来の給料より下がるという場合

はどないしていくかというのは５年先の話に

なってございますけども、今のところどうと

いうことの結論はまだ出てございません。そ

れと、ただし退職金につきましては本来の給

料表に基づきますので、退職金につきまして

は下がっていくというような形になってきま

す。 

 それと、３％の問題でございますけれども、

橋本市は地域手当支給対象地域となってござ

います。そういうことで、それは支払いをし

てしかるべきものでございますけども、県下

のほかの和歌山県以外の市でも2.5％とか

２％とか３％調整手当を支給していたところ

がなくなっている部分がございますので、こ

の部分相当分だけ４月１日からお願いしたい

ということで、今期はわかりませんけど、こ

れの相当分ということでお願いしたような現

状でございます。 

 ということで、あくまでも組合につきまし

ても、一定生活給ということもございますけ

れども、合併をうまく持っていくために協力

をお願いしたいということで一定の理解を得

られた中での提案でございます。 

 以上でございます。 

○議長（上田順康君）14番 中西峰雄君。 

○14番（中西峰雄君）本条例案につきまして、

本日議案をいただいて、今ここで審議をして

おるわけですけども、これを今読んで、すぐ

に理解するということはなかなか難しいとこ

ろがございます。特に、運用につきまして理

解がなかなかいかんかなというふうに思うわ

けです。 
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 それで、26ページの附則のところにありま

す切りかえの仕方につきまして、これをぱっ

と読んですぐわかる方というのはちょっと少

なかろうと思いますので、一つずつこの条文

はどういう意味なのかということを詳しく具

体的にまず説明していただけたら。 

 私もこの議案を通したいと思うんですけど

も、通す以上は、この切りかえにつきまして

条例がどういう運用をされるのかということ

を具体的に理解した上で通したいと思います

ので、逐条解説をお願いいたします。 

○議長（上田順康君）職員課長。 

○職員課長（山本芳弘君）ただ今中西議員の

ほうからご質問ありました点につきまして、

若干逐条解説という形にはならないかもいた

しませんけども、この点についてご説明申し

上げます。 

 ページ数31ページ、32ページのほうをご覧

いただきたいと思います。 

 これが今回の附則のところについている施

行日、年月日のところについては別なんです

けども、見方としてこういう形をとるという

ことで、行政職給料表につきまして、先ほど

企画部長のほうからご説明させていただきま

したように、現在の１、２級が新たな１級に

なりますという形でそれぞれ旧級と新の級を

左右対称で載せてございます。ですので、現

在橋本市におきましては９級制をとっており

ますので、新しく市のほうにつきましては、

今後４月１日の改正後は７級制をとるという

形になります。 

 そして、同時にそれぞれの現在の級に所属

している職員の給料の見方につきまして

は、32ページのところをご覧いただきたいと

思います。これにつきまして、32ページから34

ページまでが行政職１表の新しい給料表にな

ります。 

 若干説明申し上げますと、32ページのとこ

ろで申し上げます。 

 現在、公務員につきましては昇給が年４回

ございます。４月、７月、10月、１月という

形で昇給月がなっております。今回の改正に

おきまして、昇給は年１回にという形で１月

１日付の改正に改められることになっており

ます。ですので、この表の中で経過期間とい

うのが３月未満、３月以上６カ月未満という

ことでそれぞれうたわれております。ですの

で、４月１日に見直すにあたって、その職員

が前回どの時点で昇給したかという形でそれ

ぞれの級の見方となってまいります。 

 昨年４月に昇給した職員については、その

欄の一番下の12月以上というところの該当に

なります。そして、直近でいいます１月に昇

給した職員でありますと、３月以上６月未満

という欄に該当するというふうな見方をして

いただいたら結構だと思います。 

 それで、このページでいいますと、旧号給

のところで一番下に11とございます。これで

見ますと、この上のところで横に１級から９

級というのが先ほどの31ページのところにご

ざいます９級でございますので、その読みか

えが必要となってまいります。ですから、ま

ず一番上の９級で申し上げますと、旧級は、

９のほうは７級という形に読みかえになりま

すので、一番左の旧号給の11号の12月以上と

いうところが25になると、11が新たな７級

の25号に該当するという形の読みかえになり

ます。 

 ちょっとわかりにくいかもしれないので、

もう一回言います。 

 現在９級の11号を昨年４月にもらっていた

職員が、４月１日に読みかえさせていただい

たら７級の25号になるという形の読みかえに

なります。ですので、それぞれ32ページから34

ページにある分について、一番左の端に現在

の号数、級という形でうたっておりますが、



－126－ 

それに対応する新たなそれぞれの号という、

４分割されておりますので、それぞれの号数

が新たなものが記載されておりますので、そ

れに基づいて読みかえていくというのが、基

本的に先ほど中西議員のほうからございまし

たこの級の切りかえという点でございます。 

○議長（上田順康君）ほかにありませんか。 

 33番 森安君。 

○33番（森安欣吾君）何点か質問をさせても

らいます。まず、２点させてもらいます。 

 まず１点目は、調整手当が地域手当になっ

たということなんですが、これは、図らずも

世の中で無駄を省くということで合併やらい

ろんなことをして財政難のときに立て直しを

する。その中で、大きな柱が給与改正です。

だから人事院勧告を出されたというのはよう

わかるんですが、今回これをする中で、ちょ

っと細かく触れますが、これは手当に当たる

のかどうかまずお聞きしたいんです。学校な

り、保育園で給食を出しておるんです。この

給食の原価が、今いかほどかかっておるのか、

子どもがいかほど負担しているのか、それは

それでいいんです。職員の方がいくら食費を

負担しているんやということなんです。原価

がどのぐらいかかっているものをどのぐらい

の負担をておるんや。保護者と同じ負担かど

うか。 

 庁内におられる職員の方は給食を食べてい

ません。ですから、仮に二百四、五十円のも

のを負担してもらっているものが、原価が600

円、700円、これは必ずついておるわけです。

原価計算の仕方も行政の原価の仕方と一般の

会社の原価計算の仕方は違うと思うんです。

実際、いろんなものを投入したら1,000円ぐら

いついておるはずです。 

 そしたら、仮に600円の差額を単純計算しま

すと、それが220日あると12万円になるんです。

こっちの勝手な単純計算ですよ、あくまでも。

それに職員数を掛けたら、年間いかほどにな

るか。これはきょうの新聞にも載っています

けど、全然関係がこれとはないですけど、永

年勤続の旅券は違法ということで、神戸地裁

で支払い命令が下されています。同じ職員間

で、今言いましたように、地域手当であれば

職員間に差がついているわけです。今回はこ

の給与改正が出ていますが、同じ給与をもら

って、実際、言うたらその差額は、その恩恵

をこうむっている人と恩恵をこうむっていな

い人の差額は年間十何万円というような差が

出ておるんじゃないですか、現実ね。だから

給与改正、給与改正と言うけど、細かく尋ね

るわけですけど、この手当にうたっていない

ので、手当のどこにうたってあるんかな。こ

ういう職員の人は特別手当ということで出し

ているんかな。これは正当性を欠くんやない

かな。給料表のどこへ載っているんかなと思

って手当のところを見ましたら、手当のとこ

ろに載っていないんです。職域によって手当

があるのかないのか。同じように調整手当が、

ただ地域手当になりましたよということだけ

なんです。 

 具体的な例でいかほど、これはあくまでも

見過ごすわけにはいかん。今回50年ぶりの給

与改定なんです。合併から始まっていろんな

ことをやって新しい時代に合ったことを運営

していこうということから、これはもともと

人事院勧告を受けて給与改定をやっておるん

です。基本はそこにあるわけです。だから、

具体的な例とこれを結びつけて、どこにうた

ってあるのや、そういう実例があるのに。ま

ず、これが１点です。 

 次は２点目です。１回目ですから、２点言

います。 

 もう一つは、市民病院のほうなんですが、

市民病院のほうでしたら、医療職でしたら６

号までしかないんかな。一般職は９級いうん
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か。級数を若干置きかえて読みにくいんです

が、私が一番心配していますのは、全然わか

りませんので、かつて市民病院が繁栄するた

めに、お医者さんを招聘するのに給与が低い

と、いっときあれを５％にして医師の加担も

もろに受けたわけです、５％削減したときに

ね。ですが、今回病院を立ち上げるのに、こ

の給与改定がどういうふうに響いているのか、

実際それを反映した給与改定になっているの

かと。ただ、人事院勧告から来た分をそのま

まつくった給与改定なのか。橋本市の市民病

院とよその自治体病院とわけが違うわけです

から、これは独自につくって当然やと思うん

です。これはただ載せかえだけなのか、市民

病院の経営状況が反映された、その経営姿勢

が反映された給与表なのかどうか、そこでつ

くられておるのか。時間がないのでこれを出

しました。それであれば、経営のやっぱり資

質が問われると思います。経営者ですから、

経営者らしくやっぱり給与までちゃんとやっ

て、それが一番根幹ですけど、その２点です。 

 特に、お医者さんの給与について、どう経

営実態が反映されるのか。大事なことやと思

います。この給食の件と２点、まず答弁をお

願いします。 

○議長（上田順康君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）職員の給食費

のことでご質問いただいたんですけども、資

料を今手元に持っておりませんので、後ほど

答弁させていただきます。 

○33番（森安欣吾君）これは教育委員会のほ

うも関係していますので、教職員、小学校、

中学校もきちっと。職員数と経費、それを言

うてくださいよ。 

○議長（上田順康君）教育次長。 

○教育次長（岸田茂利君）給食費のおただし

ですけれども、旧橋本市のほうでは、細かい

数字は突然のことですので持っておりません

けども、１食当たり240円を子どもと同じよう

に職員の方にも納めていただいております。 

 議員おっしゃるのは、実費のコストと給食

費との差額の話やと、こう理解するわけです

けども、その分については、職員につきまし

ては、子どもと同じ給食を食べて、それから

食の安全とかいろいろ給食指導を行っており

ますので、実費相当額は今までからもいただ

いておりません。子どもと同じ給食費をちょ

うだいしているということでご理解をいただ

きたいと思います。 

○議長（上田順康君）33番 森安君。 

○33番（森安欣吾君）意味合いをようわかっ

てもろてないので、答弁ね。 

 それは教育の立場からのお話でしょうけれ

ども、私が言っていますのは、国の改正で、

いろんな施設で支援費制度やいろいろあって、

そこにも職員がおるわけです、民間でも。民

間といっても、社会福祉法人でもどこでも。

そこはやっぱり、橋本市みたいにそれは教育

やからと、これは別途で予算を組んで出した

らいいんじゃないですか。実際、1,000円で買

ったものを240円で売っておるんですか。仮の

話ですよ。1,000円かかっておったら、原価計

算全部して。240円で売るんですか。同じよう

に給料をもらっておる人に安く売るんですか。

これは、やっぱりこの行財政改革の時代に納

得できんと思いますよ。同じようなことで、

今すべて関連性のある半公共的な場所でも同

じことが起こっておるわけです。そういう意

味合いを含めて話をしておるんですよ。ちゃ

んとわかってもらっておかんと、おかしいで

すよ、これ。それなら、橋本市が丸抱えで全

部やったらええんやない、これから。だから、

その意味合いをわかってちゃんと考えて答弁

してもらいたいと思います。よそが余波を受

けておるんやから、現実に今、法改正で。 

○議長（上田順康君）病院事務局長。 
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○病院事務局長（尾崎慶和君）先ほどの森安

議員の医師に対する人事院勧告の関係でござ

いますけれども、実は、今回の勧告の中で医

師につきましては調整額が15％までの上限と

して認められております。それで、本院につ

きましても、15％をもって引き下げられた分

が調整されるというふうなことで給与が大幅

に下がるようなことにはなりません。現在の

総支給額における金額にほぼ相当するような

形になろうかと思います。 

 県下の自治体病院を調査しましたところ、

ほとんどの自治体病院が15％を出すようなこ

とで聞いております。本院につきましてもそ

ういう形で対処をしてまいりたいと思ってお

ります。 

 それから、医師の能率給につきましては、

一般職、医療職（二）、（三）とは違うと思っ

ております。そういう中で平成18年度の予算

編成に向けまして、医長級とのヒアリングに

おいて本年度の予定額、要するに各科の総収

入額、これを管理者がヒアリングを行いまし

て目標値を設定しておりますので、これに基

づきまして一つの基準ができましたので、そ

の勤務評定を医師の場合はそれで行えないか、

今後院内議論を進めながら評定づくりに入っ

ていきたいと思っています。他の職種につき

ましては、市に準じた形で持っていきたいと

思っています。 

 以上でございます。 

○議長（上田順康君）教育次長。 

○教育次長（岸田茂利君）森安議員のご指摘

はよくわかるんですけども、私が申し上げま

したのは、給食費の徴収基準というのは給食

法で定められておりまして、賄い材料費と燃

料相当額をいただくことになっております。

そういう格好で旧の高野口町、橋本市もそれ

に基づいてそれぞれ給食費を徴収しておるわ

けです。 

 その実費のコストとの差額が、結局教職員

は、言うたらようけもらい過ぎておるやない

かというご指摘やと思うんですけども、先ほ

ど私が言わせていただいたのは、子どもに食

の正しい習慣づけとかそういうことの指導も

先生方にはいただいておりますので、そこら

のこともございますので、言われていること

もわかりますので、今後の検討にさせていた

だかんと、今この場でそうしますとかという

のは、ちょっと職員の理解も得られにくいと

ころもあるかと思いますので、そういうふう

にご理解をいただきたいと思います。 

○議長（上田順康君）答弁もれですか。 

○33番（森安欣吾君）２回目の質問。 

○議長（上田順康君）33番 森安君。 

○33番（森安欣吾君）今次長から答弁をいた

だいたんですけど、これはもう私も改正にな

っておったと思ったんですわ。行革のときに

何回か触れておったんです。これは、当然改

革は終わったというふうに思っておったんで

すわ。そういう答弁であれば、将来とも改正

されるのやったら、これは聖域になると思い

ますので、本当にそれでいいのかどうか。実

際、他市町村でもそれをやっているのかどう

か。 

 今回の厚生労働省のいろんな改革の中でひ

ずみが民間と行政との差が起きているわけで

す。これはいろんなところで波紋を起こして

いるわけです。よその社会福祉法人とか医療

法人なんかでも行革は、半官半民みたいなと

ころでも、これは現実起きているんですよ。

これは今に始まったことやないんです。だれ

が聞いても、給与がそれだけ同じようにって、

教育やって、それは当たり前と違いますか。

教員は教員の給与表で、一般行政職の給与表

と違うでしょう。県職の給与表でしょう、全

然違うんでしょう。皆それぞれの立場で検討

された給与表でみんなもらわれておるんじゃ
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ないですか。保母さんは橋本市の給与表でし

ょうけども。そこら辺を明確にやっていかん

と、行革なんて進まんですよ、そら。みんな

が納得のできる同じ土俵に上がって相撲をと

らんことには。 

 だから、この場はこの場でと言われたんで

すけど、これは早急にやっぱり検討すべき事

項やと思うんです。今、いろんなところで査

察が入られておるわけでしょう。本当にそれ

が適当であるのかどうか。まだ裁判を起こさ

れていませんから通るんでしょうけど、裁判

を起こされたときに通るか通らんのか、そこ

ら辺も十分これから検討していく事項やと思

いますよ。 

 だから、だれが見ても納得のできる、一市

民の方が、普通の職業についておられる方が

聞いても納得のできるような改革をやっぱり

お願いしたい。これについてはどういう方向

性でとられるのか、あと給与の総括的なあれ

で、市全体で、教育委員会といえども全部包

括した中で検討されると思うので、当局の方

からもう一度、どういうふうに今のことを入

れて今後検討していただけるのかどうか。ア

バウトで結構ですよ、やるんやったらやると

いうことで。 

○議長（上田順康君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）今回の給料改正と

直接は関係ないと思います。それで、財政健

全化の問題につきましては、行政の中に委員

を設けまして、新市の行財政改革を検討して

いく部署をつくってございます。ということ

で、これにつきましても、もっとほかの分も

含めまして検討していくということでご理解

のほど、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（上田順康君）これをもって質疑を終

結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第28号については、会議規則第37

条第２項の規定により委員会の付託を省略い

たしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第28号 橋本市職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例について

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議がありますので、

起立により採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の職

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（上田順康君）起立多数であります。 

 よって、議案第28号は原案のとおり可決さ

れました。 

                     

○議長（上田順康君）次に、議案第29号につ

いて質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第29号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第29号 橋本市病院事業の

設置等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

○議長（上田順康君）次に、議案第26号につ

いて質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 22番 阪本君。 

○22番（阪本久代君）暫定補正予算説明書の

７ページ、災害対策に要する経費のところな

んですけども、自主防災組織育成事業補助

金200万円というのが出ているんですが、具体

的な説明をお願いします。 

 それと、いったん３月14日に承認した後で

また出てきているという理由についてもお願

いします。 

○議長（上田順康君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）お答えさせていた

だきます。 

 まず、この自主防災組織育成事業補助金で

ございますが、これにつきましては、宝くじ

の収益金のほうから歳入としていただいてお

る分を橋本市の自主防災組織設立推進事業と

いうことで、城山台の１丁目から４丁目まで

の４カ所に防災機材倉庫も建てまして、そう

いった資材の購入のための補助金ということ

でございます。そういうことで、この部分に

つきましては、内容的には災害用のトイレで

ありますとか発電機、投光器、消火器、テン

ト等々そういったものを購入いたしてござい

ます。 

 ちなみに、今現在は、橋本市では自主防災

組織は７カ所設立していただいてございます

し、今後も自主防災組織の推進に向けて取り

組んでまいりたいというふうに考えてござい

ます。 

 それからもう一点の、予算がなぜ今追加予

算かということでございますが、ちなみに、

歳入のほうも確定しましたので、この暫定予

算でいけばよかったんですが、事務的に今回

の最終の閉会日の追加暫定補正予算となった

ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（上田順康君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第26号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第26号 平成17年度橋本市

一般会計暫定補正予算（第１号）ついて を
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採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

○議長（上田順康君）次に、議案第27号につ

いて質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第27号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第27号 平成17年度橋本市

墓園事業特別会計暫定補正予算（第１号）に

ついて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

○議長（上田順康君）次に、議案第30号につ

いて質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第30号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第30号 和歌山県町村議会

議員等公務災害補償組合を組織する地方公共

団体の数の増加及び規約の変更について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

○議長（上田順康君）次に、議案第31号につ

いて質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第31号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 



－132－ 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第31号 和歌山県市町村非

常勤職員公務災害補償組合を組織する地方公

共団体の数の増加とこれに伴う規約の変更に

ついて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

○議長（上田順康君）次に、議案第32号につ

いて質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第32号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第32号 和歌山地方税回収

機構規約の変更について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 総務委員会、経済建設委員会、文教厚生委

員会及び議会運営委員会の閉会中の継続

審査及び調査について 

○議長（上田順康君）この際、報告いたしま

す。 

 総務委員長、経済建設委員長、文教厚生委

員長及び議会運営委員長から、委員会におい

て審査及び調査中の事件につき、会議規則

第104条の規定により、お手元に配付いたしま

した申し出書のとおり、閉会中の継続審査及

び調査をいたしたい旨の申し出があります。 

 お諮りいたします。委員長申し出のとおり

閉会中の継続審査及び調査に付することにご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（上田順康君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申し出のとおり、それ

ぞれ閉会中の継続審査及び調査に付すること

に決しました。 

                     

○議長（上田順康君）以上で、本日の日程は

終わりました。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）失礼します。 

 先ほど森安議員から質問のありました保育

所における職員の給食費についてのご質問を

保留させていただいておりましたので、ご報
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告させていただきます。 

 職員につきましては、主食費を含めまして

１食当たり280円の負担をしていただいてお

ります。ここへ月にしましたら日数が加わり

ます。 

 この280円という数字につきましては、国で

定められた保育単価に記載されている数字で

ございまして、その負担分を職員が支払って

いる、そういうことで運用させていただいて

おります。 

○議長（上田順康君）これにて、本議会に付

議された議案の審議は全部終了いたしました。 

                     

○議長（上田順康君）閉会にあたり、市長職

務執行者から発言の申し出がありますので、

市長職務執行者の発言を許します。 

 市長職務執行者。 

〔市長職務執行者（辻本仁至君）登壇〕 

○市長職務執行者（辻本仁至君）３月市議会

定例会の閉会にあたり、ごあいさつを申し上

げます。 

 合併をいたしまして24日たちました。この

春、ちょっと寒い日が続いておりまして、ち

ょうど合併いたしまして、新市といたしまし

て４月２日には庚申さんの桜祭りがございま

す。ちょうど、予報によりますと満開という

ことでございますので、ぜひ、新市としての

最初のイベントに市会議員の皆さんを含め、

新市の皆さんも多数ご参加いただけることを

望んでおります。 

 また、３月１日に合併いたしまして、皆さ

ん方のおかげをもちまして、暫定予算等を含

めいろんな議案を審議していただき、すべて

採択をしていただきましたことを心より御礼

申し上げます。 

 特別職も３月１日からはおりません。私も、

職務執行者としてあと４月２日程度までにな

ろうと思いますけれど、そうなりますと、合

併にかかわってきた特別職はすべていなくな

るようになります。そういうことにおきまし

て、特に合併協議会の委員として議員も出て

いただきました。そんな中で、新市のまちづ

くり計画を本当にすばらしいものに仕上げて

いただいていると思っているところでござい

ます。特別職がいなくなりましても、今度、

新市長をはじめ職員一同がその新市まちづく

り計画に沿って早急に長期総合計画を立て、

そして皆さんとともにご審議をしていただい

て、本当に合併してよかった、合併して目に

見えて変わってきたなと言えるような新市に

なっていただくことを切に希望いたしまして、

簡単ですけれど、私の閉会のあいさつとさせ

ていただきます。 

 本当にありがとうございました。 

○議長（上田順康君）平成18年３月定例議会

の閉会を迎えるにあたりまして、一言ごあい

さつを申し上げます。 

 今期定例会は旧橋本市、高野口町との合併

後初の議会でありまして、新橋本市議会とし

て新たな歴史が始まることになったわけであ

ります。 

 議員各位におかれましては、橋本市役所の

位置に関する条例のほか226件の専決処分、条

例等の承認及び平成18年度の一般会計及び特

別会計、企業会計の暫定予算をはじめとする

重要案件を熱心にご審議いただき議決を得ま

したことについて、議員はもとより、市長職

務執行者並びに理事者各位のご協力のたまも

のと感謝を申し上げる次第でございます。 

 本定例会におきまして成立した各議案の執

行にあたっては適切な運営をもって進められ、

新市の均衡あるまちづくりに十分反映されま

すよう強く要望する次第であります。 

 また、３月１日の合併後、短い期間ではあ

りましたが、市長職務執行者におかれまして

は、初議会の重要な議案の間、常に真摯な態
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度をもってご協力いただき、そのご苦労に対

し厚く御礼を申し上げます。 

 終わりになりましたが、議員各位並びに理

事者におかれましては、今後とも市政発展の

ためご尽力いただきますようお願いを申し上

げまして、閉会のあいさつといたします。 

                     

○議長（上田順康君）これにて、平成18年３

月橋本市議会定例会を閉会いたします。 

 ご苦労さまでございました。 

（午前11時45分 閉会） 

                                           

 


